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学
内
に
設
置
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
育
成
状
況
の

デ
ー
タ
を
計
測
す
る
佐
々
木
教
授

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
（
教
育
）
で
放
送
中
の
「
東
北
発
☆
未
来
塾
」
（
毎
週

金
曜
日
、
午
後
１１
時
３０
分
～
１１
時
５０
分
）
に
経
営
学
部
の
国
際
経
営
・
観
光

コ
ー
ス
で
学
ぶ
阿
部
大
希
さ
ん
（
宮
城
県
仙
台
育
英
学
園
高
）
、
和
田
咲
良

さ
ん
（
宮
城
県
泉
館
山
高
）
、
末
永
寛
二
さ
ん
（
宮
城
県
東
北
高
）
∥
（
以

上
、
３
年
次
）
、
加
藤
哲
朗
さ
ん
（
経
営
４
・
山
形
県
九
里
学
園
高
）
と
木

村
拓
矢
さ
ん
（
平
２４
経
営
）
の
５
人
が
出
演
し
た
。

本
学
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー

が
進
め
て
き
た
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
有
用
海
産
微
細
藻

類
の
大
量
培
養
に
関
す
る
応

用
研
究
」
（
佐
々
木
洋
理
工

学
部
教
授
、
太
田
尚
志
同
学

部
准
教
授
ほ
か
２
人
の
共
同

研
究
）
の
成
果
が
、
産
官
学

連
携
事
業
と
し
て
具
体
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

微
細
藻
類
の
製
造
、
販
売

を
手
掛
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
「
ス
メ
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン

㈱
」
（
仙
台
市
）
が
石
巻
市

の
市
有
地
に
藻
の
培
養
・
加

工
す
る
工
場
を
建
設
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
３
月
２３
日
、

市
と
立
地
協
定
を
結
ん
だ
。

同
社
は
本
学
お
よ
び
東
北
大

と
連
携
し
、
新
工
場
で
健
康

食
品
や
飼
料
の
原
料
と
な
る

脂
肪
酸
を
含
ん
だ
藻
類
「
ナ

ン
ノ
ク
ロ
ロ
プ
シ
ス
」
を
生

産
す
る
。「
ナ
ン
ノ
ク
ロ
ロ
プ

シ
ス
」
は
冷
水
域
で
多
く
の

油
分
を
蓄
積
す
る
性
質
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
燃
料

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

海
洋
生
態
学
が
専
門
の
佐

々
木
教
授
は
藻
の
培
養
研
究

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

研
究
成
果
を
生
か
す
。
ま

た
、
東
北
大
は
藻
類
か
ら
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抽

出
す
る
技
術
開
発
を
進
め
て

お
り
、
お
の
お
の
の
得
意
分

野
を
発
揮
す
る
。
佐
々
木
教

授
は
「
微
細
藻
類
か
ら
有
用

成
分
を
抽
出
し
た
り
、
精
製

す
る
技
術
に
つ
い
て
は
今
後

さ
ら
に
改
良
は
必
要
で
す

が
、
健
康
食
品
や
飼
料
と
し

て
の
製
品
価
値
は
高
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
バ
イ
オ
燃

料
と
し
て
の
製
品
化
の
た
め

に
は
さ
ら
に
数
年
の
技
術
の

蓄
積
が
必
要
で
し
ょ
う
。
」

と
話
し
て
い
る
。

同
番
組
は
、
東
北
の
未
来

を
担
う
若
者
が
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
で
活
躍
す
る
講
師
か
ら

「
未
来
を
創
る
チ
カ
ラ
」
を

学
ぶ
も
の
。
テ
ー
マ
は
観
光

や
街
づ
く
り
、
漁
業
、教
育
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
４
週
か
け
て
１
つ

の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。

５
人
は
、岩
手
県
立
大
学
、

山
形
大
学
の
学
生
と
と
も
に

４
月
に
放
映
さ
れ
た
「
観
光

の
チ
カ
ラ
」（
全
４
回
）
を
テ

ー
マ
と
し
た
回
に
出
演
。
番

組
で
は
２
月
８
日
か
ら
１０
日

ま
で
、
青
森
県
三
沢
市
の「
青

森
屋
」
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
模
様
が
紹
介
さ

れ
た
。
学
生
た
ち
は
観
光
庁

が
選
定
し
た
「
観
光
カ
リ
ス

マ
」
の
一
人
・
星
野
佳
路
さ

ん
（
㈱
星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表

取
締
役
社
長
）
の
話
を
参
考

に
、
「
観
光
客
を
呼
ぶ
た
め

に
は
」「
旅
に
い
ざ
な
う
感
性

の
磨
き
方
」
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
〝
観
光
復
活
〟

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

加
藤
さ
ん
は
「
星
野
さ
ん

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
『
も
っ

と
旅
を
し
な
く
て
は
自
分
自

身
を
魅
力
的
に
で
き
な
い
』

と
い
う
言
葉
を
受
け
、
今
ま

で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
積
み
、
自
分
を
磨
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

感
想
を
話
し
た
。

ま
た
、
同
番
組
の
コ
ー
ナ

ー
「
未
来
へ
の
芽

各
地
の

取
り
組
み
」
の
４
月
２０
日
放

送
分
で
は
、
経
営
学
部
・
山

崎
泰
央
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動

が
紹
介
さ
れ
た
。
三
橋
郁
夫

さ
ん
（
経
営
３
・
青
森
県
青

森
北
高
）が
、仮
設
住
宅
に
住

む
人
た
ち
を
病
院
や
買
い
物

先
ま
で
送
迎
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
「
お
く
る
ん
で

す
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

春
の
叙
勲

受
章
者
が
４

月
２９
日
に
発

表
さ
れ
、
小

林
陵
二
前
学

長
（
東
北
大

学

名

誉

教

授
）
が
瑞
宝

中
綬
章
を
授

与
さ
れ
た
。

７
年
間
学
長
を
務
め
る
な

ど
約
５０
年
、

研
究
と
教
育

に

尽

力

し

た
。

み
や
ぎ
県
民
大
学
「
石
巻

専
修
大
学
開
放
講
座
」
が
６

月
７
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

（
毎
週
木
曜
日
、
１９
時
～
２０

時
３０
分
。
７
月
２６
日
ま
で
）。

今
年
度
は
「
教
育
を
考
え

る
～
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

～
」
を
統
一
テ
ー
マ
に
、
大

津
幸
一
経
営
学
部
教
授
ら
８

人
が
講
演
。
震
災
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
明
日
の
教
育
・
研

究
に
ど
う
生
か
し
て
い
く

か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て

講
演
す
る
。


石
巻
専
修
大
学
開
放
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
２
５
（
２２
）
７

７
１
６

本学と石巻ふるさと復興協議会は４月２８日、市内の仮

設住宅の住民を対象とした観桜会を開催した。

キャンパス内にはソメイヨシノ、サトザクラ、カンヒ

ザクラなど６５０本の桜が植えられている。約４０人の参加

者は、理工学部の根本智行教授と依田清胤准教授による

桜の解説を聞きながら、大学内を散策。その後、麓技研㈱

（神奈川県葉山町）から振るまわれたおしるこを食べな

がら、今を盛りと咲き誇る桜を楽しんだ。

理
工
学
部
機
械
工
学
科
自

動
車
工
学
コ
ー
ス
に
セ
ン
ト

ラ
ル
自
動
車
㈱
（
葛
原
徹
社

長
、
宮
城
県
大
衡
村
）
か
ら

車
両
２
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。

同
社
か
ら
は
昨
年
１２
月
に
も

寄
贈
を
受
け
て
い
る
（
本
紙

第
４
９
６
号
既
報
）。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
同

社

で

製

造

し

て

い

る

「Y
a
r
i
s

」
と
「A

x
i
o
4

W
D

」
で
、
い
ず
れ
も
Ｏ
Ｂ

Ｄ
（
車
載
式
故
障
診
断
シ
ス

テ
ム
）
搭
載
車
。

山
本
憲
一
理
工
学
部
教
授

（
自
動
車
工
学
セ
ン
タ
ー

長
）
は
「
早
速
授
業
の
教
材

と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
同
型
車
が
な

か
っ
た
と
き
は
車
両
の
違
い

に
よ
り
実
習
時
間
に
差
が
出

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
調
整

が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
問
題
が
解
決
で
き
、
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

南
東
北
大
学
野
球
春
季
リ

ー
グ
戦
が
４
月
１４
日
に
開
幕

し
た
。
本
学
は
５
月
１４
日
現

在
、
５
勝
３
敗
で
２
位
。
東

日
本
国
際
大
の
優
勝
は
決
定

し
た
が
、
来
季
を
見
据
え
、

残
り
２
試
合
に
挑
む
。

開
幕
戦
は
雨
天
順
延
と
な

っ
た
が
、
第
２
戦
で
山
形
大

学
工
学
部
に
１０
―
３
（
８
回

コ
ー
ル
ド
）
で
快
勝
す
る

と
、
続
く
日
本
大
学
工
学
部

戦
に
連
勝
し
、
開
幕
ダ
ッ
シ

ュ
に
成
功
。
５
月
１２
、
１３
日

に
は
東
北
公
益
文
科
大
学
に

勝
利
し
た
。
今
季
は
笠
原
拓

海
さ
ん（
経
営
３
・
山
形
県
新

庄
東
高
）
を
軸
に
投
手
陣
が

好
調
。
遠
藤
憲
治
さ
ん
（
経

営
４
・
宮
城
県
石
巻
工
業

高
）
ら
打
撃
陣
も
調
子
を
上

げ
、
勝
利
に
貢
献
し
て
い
る
。

本
学
は
東
日
本
大
震
災
直
後
、
す
べ

て
の
電
気
が
止
ま
り
、
常
用
回
線
も
停

止
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
か
ね
て
か

ら
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
検

討
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
どT

O
H
K
n
e
t

（
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
∥
東
北
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
通
信
）
の
技
術
を
導
入
し
た
災

害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
え

た
。こ

れ
に
よ
り
①
災
害
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

②
ア
ク
セ
ス
回
線
の
二
重
化
③
二
重
、

三
重
の
災
害
対
策
を
考
え
回
線
ダ
ウ
ン

の
リ
ス
ク
を
低
減
―
―
が
実
現
し
た
。

２０１２年度 育友会定期総会 ６月１７日（日） 石巻専修大学
２０１２年度 育友会支部懇談会

会 場

石巻専修大学

ホテル青森

ホテルメトロポリタン盛岡

さくらホール

古川商工会議所

ＴＫＰ仙台カンファレンスセンター

秋田県総合保険センター

山形県ＪＡビル

福島ビューホテル

銀座ビジネスセンターアネックス館

新潟東急イン

専修大学玉名高校

開催日

６月１７日（日）

１０月６日（土）

８月２６日（日）

９月２日（日）

７月２９日（日）

９月２日（日）

７月２９日（日）

８月２６日（日）

８月５日（日）

８月５日（日）

９月９日（日）

９月９日（日）

９月９日（日）

開催地

石 巻

青 森

盛 岡

北 上

大 崎

仙 台

秋 田

山 形

福 島

東 京

新 潟

熊 本

春
の
叙
勲

自
動
車
工
学
コ
ー
ス
に
車
両
２
台
寄
贈

小林陵二前学長が

瑞宝中綬章を受章

セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
㈱
か
ら
３
台
目

▲ 寄贈された車両を用いて実習

する学生たち

ＮＨＫ「東北発☆未来塾」
経営学部学生５人が出演

�観光復活�のノウハウ学ぶ

山
崎
ゼ
ミ
の
活
動
も
紹
介

理
工
学
部
２
教
員
が
解
説

仮設住民と 観 桜 会

▲ 星野さん（右）とともに観光

プランを練る学生たち

南
東
北
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

硬
式
野
球
部
が
本
格
始
動

▲ 開幕ダッシュを決めた野球部

本
学
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

み
や
ぎ
県
民
大
学「
石
巻
専
修
大
学
開
放
講
座
」

産
官
学
連
携
事
業
で
具
体
化

６月７日スタート

統一テーマは「教育を考える

～震災から学んだこと～」

バ
イ
オ
燃
料
の
製
造
に
一
役

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｋ
ｎ
ｅ
ｔ

の
技
術
を
導
入

災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
確
立

（１０）２０１２年（平成２４年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５００号


